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私
た
ち
の
仕
事
と
は
と
考
え
て
み
る
と
、
法
律
を
基
本
に
そ
れ
を
実
施
す
る

こ
と
と
思
う
。
そ
の
法
律
は
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的

に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
以
下
、
障
害
者
総
合
支
援
法
と
略
）」
で
す
。
定
義

と
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
第
四
条
・
第
五
条
を
記
載
し
ま
す
。

ਸ਼



こ
の
法
律
に
お
い
て
「
障
害
者
」
と
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
四

条
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
に
い
う
知
的
障
害
者
の
う

ち
十
八
歳
以
上
で
あ
る
者
及
び
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法

律
第
五
条
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
（
発
達
障
害
者
支
援
法
（
平
成
十
六
年
法

律
第
百
六
十
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
発
達
障
害
者
を
含
み
、
知
的

障
害
者
福
祉
法
に
い
う
知
的
障
害
者
を
除
く
。
以
下
「
精
神
障
害
者
」
と
い
う
。）

の
う
ち
十
八
歳
以
上
で
あ
る
者
並
び
に
治
療
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
疾
病
そ

の
他
の
特
殊
の
疾
病
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
る
障
害
の
程
度
が
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
程
度
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
十
八
歳
以
上
で
あ
る
も
の
を

い
う
。

ڮ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
障
害
児
」
と
は
、
児
童
福
祉
法
第
四
条
第
二
項
に

規
定
す
る
障
害
児
を
い
う
。

گ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
保
護
者
」
と
は
、
児
童
福
祉
法
第
六
条
に
規
定
す

る
保
護
者
を
い
う
。

ڰ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
障
害
支
援
区
分
」
と
は
、
障
害
者
等
の
障
害
の
多

様
な
特
性
そ
の
他
の
心
身
の
状
態
に
応
じ
て
必
要
と
さ
れ
る
標
準
的
な
支
援
の

度
合
を
総
合
的
に
示
す
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
区
分
を
い
う
。

ਸ਼



こ
の
法
律
に
お
い
て
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
居
宅
介
護
、

重
度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護
、
行
動
援
護
、
療
養
介
護
、
ে
ણ
ஂ
૧
、
ಢ

ো

ਚ
、
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
、

ਝ
ো
ਚ
੍
ର
、
自
立
訓
練
、
就
労
移
行
支

援
、

ௌ
ಲ
ਢ
੍
ର
、
就
労
定
着
支
援
、
自
立
生
活
援
助
及
び
ુ

ে
ણ
ର
ஃ

を
い
い
、「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
障
害
者

支
援
施
設
、
独
立
行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
法

（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
独
立

「
私
た
ち
の
仕
事
と
は
」

理
事
長

土
谷

力

行
政
法
人
国
立
重
度
知
的
障
害
者
総
合
施
設
の
ぞ
み
の
園
が
設
置
す
る
施
設
（
以
下
「
の

ぞ
み
の
園
」
と
い
う
。）
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
る
施
設

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
施
設
入
所
支
援
及
び
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
除
く
。）
を
行
う
事
業
を
い
う
。

ڮ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
居
宅
介
護
」
と
は
、
障
害
者
等
に
つ
き
、
居
宅
に
お
い
て
入

浴
、
排
せ
つ
又
は
食
事
の
介
護
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
を
供
与
す
る
こ

と
を
い
う
。

گ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
重
度
訪
問
介
護
」
と
は
、
重
度
の
肢
体
不
自
由
者
そ
の
他
の

障
害
者
で
あ
っ
て
常
時
介
護
を
要
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
つ

き
、
居
宅
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
所
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
に
お
け
る

入
浴
、
排
せ
つ
又
は
食
事
の
介
護
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
及
び
外
出
時

に
お
け
る
移
動
中
の
介
護
を
総
合
的
に
供
与
す
る
こ
と
を
い
う
。

ڰ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
同
行
援
護
」
と
は
、
視
覚
障
害
に
よ
り
、
移
動
に
著
し
い
困

難
を
有
す
る
障
害
者
等
に
つ
き
、
外
出
時
に
お
い
て
、
当
該
障
害
者
等
に
同
行
し
、
移
動

に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
移
動
の
援
護
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
便
宜
を
供
与
す
る
こ
と
を
い
う
。

ڱ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
行
動
援
護
」
と
は
、
知
的
障
害
又
は
精
神
障
害
に
よ
り
行
動

上
著
し
い
困
難
を
有
す
る
障
害
者
等
で
あ
っ
て
常
時
介
護
を
要
す
る
も
の
に
つ
き
、
当
該

障
害
者
等
が
行
動
す
る
際
に
生
じ
得
る
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
必
要
な
援
護
、
外
出
時

に
お
け
る
移
動
中
の
介
護
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
を
供
与
す
る
こ
と
を

い
う
。

ڲ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
療
養
介
護
」
と
は
、
医
療
を
要
す
る
障
害
者
で
あ
っ
て
常
時

介
護
を
要
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
き
、
主
と
し
て
昼
間
に

お
い
て
、
病
院
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
る
機
能
訓
練
、

療
養
上
の
管
理
、
看
護
、
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
及
び
日
常
生
活
上
の
世
話
の

供
与
を
い
い
、「
療
養
介
護
医
療
」
と
は
、
療
養
介
護
の
う
ち
医
療
に
係
る
も
の
を
い
う
。
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ڵ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
」
と
は
、
常
時
介
護
を

要
す
る
障
害
者
等
で
あ
っ
て
、
そ
の
介
護
の
必
要
の
程
度
が
著
し
く
高
い
も
の

と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
き
、
居
宅
介
護
そ
の
他
の
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
包
括
的
に
提
供
す
る
こ
と
を
い
う
。
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ڭ
ڮ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
自
立
訓
練
」
と
は
、
障
害
者
に
つ
き
、
自
立
し

た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
期
間
に
わ
た
り
、
身
体
機
能
又
は
生
活
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な

訓
練
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
を
供
与
す
る
こ
と
を
い
う
。

ڭ
گ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
就
労
移
行
支
援
」
と
は
、
就
労
を
希
望
す
る
障

害
者
に
つ
き
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
に
わ
た
り
、
生
産
活
動
そ
の
他

の
活
動
の
機
会
の
提
供
を
通
じ
て
、
就
労
に
必
要
な
知
識
及
び
能
力
の
向
上
の

た
め
に
必
要
な
訓
練
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
を
供
与
す
る
こ

と
を
い
う
。
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ڭ
ڱ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
就
労
定
着
支
援
」
と
は
、
就
労
に
向
け
た
支
援

と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
受
け
て
通
常
の
事
業
所
に
新
た
に
雇

用
さ
れ
た
障
害
者
に
つ
き
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
に
わ
た
り
、
当
該

事
業
所
で
の
就
労
の
継
続
を
図
る
た
め
に
必
要
な
当
該
事
業
所
の
事
業
主
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
、
医
療
機
関
そ
の
他
の
者
と
の
連
絡
調
整
そ

の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
を
供
与
す
る
こ
と
を
い
う
。

ڭ
ڲ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
自
立
生
活
援
助
」
と
は
、
施
設
入
所
支
援
又
は
共
同
生
活

援
助
を
受
け
て
い
た
障
害
者
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
障
害
者
が
居
宅
に
お
け

る
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
上
で
の
各
般
の
問
題
に
つ
き
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

期
間
に
わ
た
り
、
定
期
的
な
巡
回
訪
問
に
よ
り
、
又
は
随
時
通
報
を
受
け
、
当
該
障
害
者

か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
援
助
を
行
う
こ
と
を
い
う
。
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ڮ
ڬ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
域
移
行
支
援
」
と
は
、
障
害
者
支
援
施
設
、
の
ぞ
み
の

園
若
し
く
は
第
一
項
若
し
く
は
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
に
入
所
し
て
い

る
障
害
者
又
は
精
神
科
病
院
（
精
神
科
病
院
以
外
の
病
院
で
精
神
病
室
が
設
け
ら
れ
て
い

る
も
の
を
含
む
。
第
八
十
九
条
第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に
入
院
し
て
い
る
精
神
障
害
者

そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
生
活
に
移
行
す
る
た
め
に
重
点
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る
者
で

あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
き
、
住
居
の
確
保
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る

生
活
に
移
行
す
る
た
め
の
活
動
に
関
す
る
相
談
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜

を
供
与
す
る
こ
と
を
い
う
。

ڮ
ڭ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
域
定
着
支
援
」
と
は
、
居
宅
に
お
い
て
単
身
そ
の
他
の

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
状
況
に
お
い
て
生
活
す
る
障
害
者
に
つ
き
、
当
該
障
害
者
と
の

常
時
の
連
絡
体
制
を
確
保
し
、
当
該
障
害
者
に
対
し
、
障
害
の
特
性
に
起
因
し
て
生
じ
た

緊
急
の
事
態
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
相
談
そ
の
他
の
便
宜
を
供
与
す



る
こ
と
を
い
う
。

ڮ
ڮ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
」
と
は
、
第
二
十
条
第
一

項
若
し
く
は
第
二
十
四
条
第
一
項
の
申
請
に
係
る
障
害
者
等
又
は
第
五
十
一
条

の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
五
十
一
条
の
九
第
一
項
の
申
請
に
係
る
障
害
者
の
心

身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
当
該
障
害
者
等
又
は
障
害
児
の
保
護

者
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
又
は
地
域
相
談
支
援
の
利
用
に
関
す
る
意
向
そ
の
他

の
事
情
を
勘
案
し
、
利
用
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
又
は
地
域
相
談
支
援
の
種

類
及
び
内
容
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
定
め
た
計
画
（
以
下

「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
案
」
と
い
う
。）
を
作
成
し
、
第
十
九
条
第
一
項
に
規

定
す
る
支
給
決
定
（
次
項
に
お
い
て
「
支
給
決
定
」
と
い
う
。）、
第
二
十
四
条

第
二
項
に
規
定
す
る
支
給
決
定
の
変
更
の
決
定
（
次
項
に
お
い
て
「
支
給
決
定

の
変
更
の
決
定
」
と
い
う
。）、
第
五
十
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
相

談
支
援
給
付
決
定
（
次
項
に
お
い
て
「
地
域
相
談
支
援
給
付
決
定
」
と
い
う
。）

又
は
第
五
十
一
条
の
九
第
二
項
に
規
定
す
る
地
域
相
談
支
援
給
付
決
定
の
変
更

の
決
定
（
次
項
に
お
い
て
「
地
域
相
談
支
援
給
付
決
定
の
変
更
の
決
定
」
と
い

う
。）（
以
下
「
支
給
決
定
等
」
と
総
称
す
る
。）
が
行
わ
れ
た
後
に
、
第
二
十
九

条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
、
第
五
十
一
条
の

十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
一
般
相
談
支
援
事
業
者
そ
の
他
の
者
（
次
項
に

お
い
て
「
関
係
者
」
と
い
う
。）
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の
便
宜
を
供
与
す
る
と

と
も
に
、
当
該
支
給
決
定
等
に
係
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
又
は
地
域
相
談
支
援

の
種
類
及
び
内
容
、
こ
れ
を
担
当
す
る
者
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

事
項
を
記
載
し
た
計
画
（
以
下
「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
」
と
い
う
。）
を
作
成

す
る
こ
と
を
い
う
。

ڮ
گ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
継
続
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
」
と
は
、
第
十
九
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
決
定
を
受
け
た
障
害
者
若
し
く
は
障
害
児
の
保
護

者
（
以
下
「
支
給
決
定
障
害
者
等
」
と
い
う
。）
又
は
第
五
十
一
条
の
五
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
地
域
相
談
支
援
給
付
決
定
を
受
け
た
障
害
者
（
以
下
「
地
域
相

談
支
援
給
付
決
定
障
害
者
」
と
い
う
。）
が
、
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
支
給
決

定
の
有
効
期
間
又
は
第
五
十
一
条
の
八
に
規
定
す
る
地
域
相
談
支
援
給
付
決
定

の
有
効
期
間
内
に
お
い
て
継
続
し
て
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
又
は
地
域
相
談
支
援

を
適
切
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
支
給
決
定
障
害
者
等
又
は
地

域
相
談
支
援
給
付
決
定
障
害
者
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
（
こ
の
項
の
規

定
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か

に
つ
き
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
ご
と
に
、
当
該
支
給
決
定
障
害
者
等
の
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
又
は
当
該
地
域
相
談
支
援
給
付
決
定
障
害
者
の
地
域
相
談
支
援
の
利
用
状
況

を
検
証
し
、
そ
の
結
果
及
び
当
該
支
給
決
定
に
係
る
障
害
者
等
又
は
当
該
地
域
相
談
支
援

給
付
決
定
に
係
る
障
害
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
当
該
障
害
者
等

又
は
障
害
児
の
保
護
者
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
又
は
地
域
相
談
支
援
の
利
用
に
関
す
る
意

向
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
結
果
に

基
づ
き
、
次
の
い
ず
れ
か
の
便
宜
の
供
与
を
行
う
こ
と
を
い
う
。

一

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の

便
宜
の
供
与
を
行
う
こ
と
。

二

新
た
な
支
給
決
定
若
し
く
は
地
域
相
談
支
援
給
付
決
定
又
は
支
給
決
定
の
変
更
の
決

定
若
し
く
は
地
域
相
談
支
援
給
付
決
定
の
変
更
の
決
定
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
お
い
て
、
当
該
支
給
決
定
等
に
係
る
障
害
者
又
は
障
害
児
の
保
護
者
に
対
し
、
支
給

決
定
等
に
係
る
申
請
の
勧
奨
を
行
う
こ
と
。

ڮ
ڰ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
自
立
支
援
医
療
」
と
は
、
障
害
者
等
に
つ
き
、
そ
の
心
身

の
障
害
の
状
態
の
軽
減
を
図
り
、
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
必

要
な
医
療
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

ڮ
ڱ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
補
装
具
」
と
は
、
障
害
者
等
の
身
体
機
能
を
補
完
し
、
又

は
代
替
し
、
か
つ
、
長
期
間
に
わ
た
り
継
続
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
そ
の
他
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
義
肢
、
装
具
、
車
い
す
そ
の
他
の
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。

ڮ
ڲ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
移
動
支
援
事
業
」
と
は
、
障
害
者
等
が
円
滑
に
外
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障
害
者
等
の
移
動
を
支
援
す
る
事
業
を
い
う
。

ڮ
ڳ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
は
、
障
害
者
等
を
通
わ
せ
、

創
作
的
活
動
又
は
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
、
社
会
と
の
交
流
の
促
進
そ
の
他
の
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
便
宜
を
供
与
す
る
施
設
を
い
う
。

ڮ
ڴ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
福
祉
ホ
ー
ム
」
と
は
、
現
に
住
居
を
求
め
て
い
る
障
害
者

に
つ
き
、
低
額
な
料
金
で
、
居
室
そ
の
他
の
設
備
を
利
用
さ
せ
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活

に
必
要
な
便
宜
を
供
与
す
る
施
設
を
い
う
。

以
上
、
抜
粋

こ
の
よ
う
に
、「
障
害
者
総
合
支
援
法
の
第
四
条
・
第
五
条
」
を
社
会
福
祉
法
人
育
心

会
は
、
理
事
及
び
職
員
と
そ
の
他
関
係
者
が
全
力
を
出
し
て
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

追
記
、
当
法
人
が
運
営
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
太
文
字
で
記
載
し

て
い
ま
す
。
条
文
を
記
載
し
た
た
め
、
長
文
失
礼
し
ま
し
た
。



「
理
事
長
撮
影
写
真
」



人
の
印
象
は
第
一
印
象
で
約
半
分
以
上
決
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

会

っ
た
瞬
間
が
大
事
。
好
印
象
を
あ
た
え
る
チ
ャ
ン
ス
は
そ
う
多
く
な
い
。

最

初
が
肝
心
で
す
。
で
も
、
自
分
が
想
い
描
い
て
い
る
自
分
の
姿
。
他
人
が
自
分

に
対
し
て
感
じ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
。
そ
れ
は
、
異
な
る
場
合
が
多
い
の
で
は
な

い
か
。
同
じ
に
近
づ
く
に
は
、
ま
ず
自
分
が
纏
っ
た
殻
を
脱
ぎ
捨
て
て
、
素
直

な
気
持
ち
と
素
の
自
分
で
相
手
と
接
し
て
み
る
こ
と
が
最
初
の
第
１
歩
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
自
分
を
知
っ
て
貰
い
相
手
を
知
る
こ
と
で
段
々
と

近
づ
い
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

但
し
、
時
が
必
要
。

人
の
想
い
は
日
常
の
中
で
、
様
々
な
形
・
姿
と
し
て
現
れ
ま
す
。
姿
は
、
見

え
た
り
見
え
な
か
っ
た
り
。
形
が
あ
っ
た
り
、
な
か
っ
た
り
と
。

人
は
時
間
と
と
も
に
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
く
。
そ
れ
を
自
覚
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
成
長
す
る
に
は
、
本
人
の
意
欲
や
努
力
が
必
要
で
あ
り
、
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
理
解
、
納
得
、
共
感
が
意
識
の
形
成
・
姿
に
大
き

く
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
。
意
識
し
て
行
動
し
、
達
成
感
を
味
わ
い
、
そ
の

中
で
成
長
す
る
と
思
う
。
感
じ
と
る
こ
と
。
そ
し
て
、
何
を
学
ぶ
の
か
。
自
身

「

姿

」

事
務
長

川
嵜

正
巳

の
前
向
き
な
姿
勢
が
大
切
で
す
。
行
動
や
言
動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
い
と
思
う
気
持
ち

が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
進
ま
せ
る
。

向
上
心
と
ヤ
ル
気
が
「
人
生
の
原
動
力
」。

人
は
、
ど
こ
を
見
て
学
ぶ
か
は
見
付
（
最
初
）
で
決
ま
る
。（
視
て
・
感
じ
て
学
ぶ
ポ
イ

ン
ト
）

意
欲
・
向
上
。
諦
め
た
ら
、
そ
こ
で
終
わ
り
。
決
め
る
の
は
自
分
。

何
か
し
ら
の
縁
が
あ
り
、
今
の
自
分
が
あ
る
。

今
後
、
困
難
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

逃
げ
る
こ
と
は
簡
単
。
で
も
、
ず
っ
と
逃
げ
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
。

い
つ
か
は
困
難
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
時
、
地
に
足
を
据
え
し
っ
か
り
と
立
つ
。
但
し
、
立
つ
べ
き
地
は
し
っ
か
り
選
ら

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

令
和

元
年

８
月



新
年
度
最
初
の
行
事
と
し
て
、
四
月
二
日
、
コ
ス
モ
ス
に
隣
接
す
る
貴
船
神
社
に

て
花
見
行
事
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
朝
小
雨
が
降
り
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
会
が
始
ま
る
頃
に
は
晴
れ
、
晴
天
の

中
桜
の
花
も
八
分
咲
き
で
、
最
高
の
お
花
見
日
和
で
し
た
。

利
用
者
さ
ん
、
御
家
族
の
参
加
で
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
催
さ
れ
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

の
十
八
番
を
熱
唱
し
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

花
見
弁
当
も
と
て
も
喜
ん
で
召
し
上
が
っ
て
お
り
楽
し
い
春
の
１
日
を
過
ご
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
も
行
事
等
の
充
実
を
図
り
、
利
用
者
の
皆
様
が
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

花
見
行
事
に
つ
い
て

行
事
担
当

近
藤

久
乃

六
月
十
三
日
、
田
染
小
・
中
学
校
と
の
花
植
交
流
会
が
行
わ
れ
、
利
用
者
５
名

と
職
員
４
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
中
学
校
で
は
花
壇
と
プ
ラ
ン
タ
ー
に
四
百
五
十
本
の
苗
を

皆
で
植
え
ま
し
た
。
終
わ
る
と
中
学
生
が
お
礼
に
宮
沢
賢
治
の
朗
読
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。
暗
記
力
の
す
ご
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
、
は
じ
め
体
育
館
で
自
己
紹
介
を
行
い
ジ
ャ
ン
ケ
ン
列
車
の
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
小
学
生
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

花
苗
は
、
各
班
毎
に
分
か
れ
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
ま
し
た
。
子
供
た
ち
と
一
緒

に
花
苗
を
植
え
、
楽
し
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

中
学
校
の
皆
様
か
ら
は
お
礼
の
手
紙
を
頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

利
用
者
の
方
は
花
作
り
を
通
じ
、
社
会
参
加
の
喜
び
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流

を
体
験
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

花
植
え
交
流
会
に
つ
い
て

行
事
担
当

近
藤

久
乃



五
月
三
十
一
日
に
、
下
関
方
面
へ
の
日
帰
り
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

前
日
よ
り
少
し
天
候
が
悪
い
状
況
で
あ
り
、
利
用
者
様
、
ご
家
族
様
、
職
員
と
心

配
し
ま
し
た
が
、
予
定
通
り
に
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

最
初
に
海
峡
ゆ
め
タ
ワ
ー
に
行
き
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
展
望
台
に
て
下
関
市

内
や
門
司
方
面
の
き
れ
い
な
景
色
を
見
学
し
、
と
て
も
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

昼
食
は
、
下
関
市
内
の
「
ふ
く
の
関
」
ふ
く
の
刺
身
と
す
き
焼
き
を
皆
さ
ん
美
味

し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
下
関
海
響
館
で
色
々
な
魚
や
海
の
生
物
を
見
学
し
シ
ョ
ー
プ
ー
ル
に
て

笑
い
あ
り
、
ま
た
迫
力
の
あ
る
イ
ル
カ
の
シ
ョ
ー
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
際
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
き
て
い
た
利
用
者
様
は
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
を
上
手
に
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
て
い
る
風
景
が
見
ら
れ
と
て
も
満
足
し
た
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

バ
ス
で
の
長
時
間
の
移
動
の
為
、
利
用
者
様
、
ご
参
加
し
て
頂
い
た
ご
家
族
様
に

は
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

日
帰
り
旅
行
も
事
故
等
な
く
無
事
に
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
の
も
、
ご
参
加
し

て
頂
い
た
ご
家
族
様
の
ご
協
力
の
お
陰
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

来
年
の
旅
行
も
、
今
年
度
よ
り
多
く
の
ご
家
族
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 「

日
帰
り
旅
行
」

担
当

関
口

宏

当
施
設
が
地
域
の
た
め
に
で
き
る
活
動
を
と
始
め
た
地
域
奉
仕
活
動
事

業
も
七
月
で
四
十
回
を
超
え
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
利
用
者
さ
ん
と

職
員
に
よ
り
市
内
の
各
場
所
で
、
月
一
回
ゴ
ミ
や
空
き
缶
な
ど
を
拾
い
、

地
域
を
キ
レ
イ
に
す
る
活
動
で
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
社
会
参
加
で

き
る
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
日
頃
か
ら
当
施
設
が
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
地
域
の
皆
様
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
喜
ん
で
頂
け
た
ら
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
今
後
も
地
味
な
活
動
を
続
け
な
が
ら
、
同
時
に
交
通

ル
ー
ル
の
習
得
も
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
利

用
者
さ
ん
が
社
会
参
加
で
き
る
場
作
り
に
、
皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

地
域
奉
仕
活
動

担
当

渡
邉

佳
津
子



七
月
九
日
・
十
一
日
に
二
班
に
分
か
れ
て
、
買
い
物
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
両
日

と
も
天
候
に
恵
ま
れ
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
利
用
者
の
皆
様
は
施
設
か
ら
の
出

発
を
待
ち
き
れ
な
い
様
子
で
し
た
。
両
日
と
も
施
設
を
出
発
後
、
日
出
町
の
し
ま
む

ら
に
主
に
て
衣
服
を
購
入
し
ま
し
た
。
し
ま
む
ら
に
て
買
い
物
後
に
、
別
府
の
お
祭

り
一
番
館
に
て
焼
き
肉
食
べ
放
題
に
行
き
焼
き
肉
は
勿
論
の
こ
と
、
お
寿
司
や
デ
ザ

ー
ト
（
ケ
ー
キ
）
等
を
美
味
し
そ
う
に
満
足
が
い
く
ま
で
召
し
上
が
っ
て
い
て
い
ま

し
た
。

昼
食
後
、
別
府
の
ト
ラ
イ
ア
ル
に
て
楽
し
く
買
い
物
を
さ
れ
て
、
日
用
品
や
お
菓

子
等
を
購
入
さ
れ
ま
し
た
。

皆
様
、
外
出
（
買
い
物
）
を
楽
し
み
、
と
て
も
満
足
の
一
日
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

次
回
も
外
出
や
買
い
物
に
行
き
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
、
行
事
の
内
容
の
充
実
を

図
っ
て
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

「
夏
季
買
物
学
習
」

担
当

池
田

正
弘

７
月
１
日
の
職
員
会
議
後
に
日
赤
の
講
師
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
救
命
の
講

習
を
し
ま
し
た
。
毎
年
１
回
行
っ
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
の
救
命
の
必

要
性
を
職
員
全
員
で
確
認
で
き
ま
し
た
。

講
習
の
風
景
写
真
で
す
。

日
赤
の
救
命
講
習
に
て



か
す
み
草
の
前
発
行
か
ら
現
在
ま
で
の
利
用
者
様
の
ご
利
用
状
況
報
告
で
す
。

コ
ス
モ
ス
の
入
所
者
４
名
様
（
男
２
名
・
女
２
名
）
が
新
し
く
ご
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

短
期
入
所
の
御
利
用
者
は
４
名
様
と
少
々
少
な
い
と
は
思
わ
れ
ま
す
が
、
以

前
か
ら
ご
利
用
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
新
し
く
ご
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
も

何
度
も
御
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

当
施
設
を
御
希
望
の
方
や
他
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
御
利
用
を
希
望
さ
れ
て
い

る
方
、
そ
の
家
族
な
ど
を
対
象
に
相
談
支
援
事
業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
相
談

支
援
専
門
員
を
配
置
し
て
、
施
設
内
だ
け
で
は
な
く
他
の
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
も
複
雑
化

し
て
、
分
か
り
に
く
い
時
代
で
す
。
市
町
村
な
ど
各
機
関
を
通
し
て
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
直
接
電
話
を
頂
い
て
も
結
構
で
す
。
た
だ
、
最
近
は
相

談
も
多
く
な
り
、
な
に
ぶ
ん
忙
し
い
も
の
で
、
順
番
待
ち
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

利
用
者
様
の
ご
利
用
状
況
報
告


র
ඪ
प
ण
ः
थ

熱
中
症
は
炎
天
下
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、
湿
気
の
多
い
時
期
や
曇
り
の
日
、
日
中
だ

け
で
な
く
夜
間
、
室
内
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
室
内
で
も
こ
ま
め
な
水
分
補
給
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
室
内
だ
と
喉
の
渇

き
を
感
じ
に
く
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
喉
が
渇
い
た
と
感
じ
て
い
な
く
て

も
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
と
く
に
、
高
齢
者
は
ト
イ
レ
の
回
数
を

気
に
し
、
水
分
摂
取
を
控
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
積
極
的
な
対
応
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

こ
の
夏
を
健
康
に
乗
り
切
れ
る
よ
う
に
、
利
用
者
様
の
体
調
管
理
を
し
っ
か
り
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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南
里

明
子

７
月
１
日
よ
り
医
療
部
の
看
護
師
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
入
社
し
て
１
ケ
月
と
覚
え
る
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
利
用
者
様
に
興
味

を
持
ち
、
関
わ
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ
ス
モ
ス
に
は
、

経
験
豊
富
な
先
輩
方
が
い
る
の
で
毎
日
安
心
し
て
働
け
て
い
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

医
務
係
よ
り
・
新
人
挨
拶

看
護
師

南
里

明
子

社
会
福
祉
法
人
育
心
会
は
、
障
が
い
者
支
援
施
設
コ
ス
モ
ス
の
運
営
の
上
で
各

種
の
委
員
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
の
制
度
上
必
要
な
「
福
祉
サ
ー

ビ
ス
運
営
委
員
会
」
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会
」
と
は
、
法
人
が
実
施
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
利
用
者
個
人
の
尊
重

を
基
本
と
し
て
、
苦
情
及
び
そ
の
他
問
題
の
解
決
や
生
活
の
改
善
相
談
等
を
行
う

委
員
会
で
す
。

当
法
人
の
委
員
構
成
は
、
委
員
長
の
山
田
俊
則
氏
他
に
外
部
よ
り
２
名
・
利
用

者
家
族
よ
り
２
名
・
施
設
内
よ
り
１
名
の
計
６
名
で
す
。

施
設
内
の
み
の
構
成
で
は
な
く
、
利
用
者
家
族
や
外
部
の
方
を
委
員
に
迎
え
る

こ
と
に
よ
り
、
よ
り
ク
リ
ー
ン
な
運
営
を
目
指
い
し
て
い
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会
（
各
種
委
員
会
紹
介
）



暑
中
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
９
年
は
「
平
成
」
か
ら
新
し
い
元
号
「
令
和
」
と
な
り
、
近
現
代
で

は
初
め
て
「
退
位
」
と
い
う
形
で
元
号
が
変
わ
っ
た
、
大
き
な
歴
史
の
節
目
と

な
り
ま
す
。

令
和
元
年
と
し
て
、
心
機
一
転
職
員
同
じ
方
向
を
向
き
、
利
用

者
様
の
為
に
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

編
集
担
当

高
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美
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☆
前
期
行
事
活
動

仲
井

義
光

４
月
入
社

・
コ
ス
モ
ス
に
勤
務
さ
せ
て
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
支
援
員

で
す
。
利
用
者
様
が
一
人
で
も
地
域
社
会
に
溶
け
込
む
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

河
野

勝
広

５
月
入
社

・
５
月
１
０
日
よ
り
勤
務
を
し
て
い
ま
す
。

以
前
、
病
院
関

係
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
心
機
一
転
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

柴
田

三
千
雄

６
月
入
社

・
福
祉
タ
ク
シ
ー
要
員
及
び
支
援
補
助
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

不
慣
れ
な
せ
い
で
、
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
誠
心
誠

意
務
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

南
里

明
子

７
月
入
社

※
挨
拶
は
、
医
務
係
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◎
新
任
職
員
紹
介



私 た ち と 一 緒 に 障 が い 者 の 施 設 で 働 い て み ま せ ん か ？

専 門 の 資 格 は 必 要 あ り ま せ ん 。 福 祉 の 資 格 が 欲 し い 方 も ど

う で す か ？ 働 き な が ら 取 得 で き ま す し 、 施 設 か ら で き る だ け

補 助 し ま す ！

雇 用 形 態 も 正 規 職 員 だ け で な く 時 間 帯 パ ー ト な ど 働 き 方 を

選 べ ま す 。 夜 勤 の み 希 望 な ど も 受 け 付 け て い ま す ！ 詳 し く は

ハ ロ ー ワ ー ク の 求 人 票 を 見 て く だ さ い 。 も ち ろ ん 、 電 話 で の

問 い 合 わ せ で も Ｏ Ｋ で す 。 職 場 見 学 も Ｏ Ｋ で す よ 。

施 設 利 用 者 さ ま に は 、 折 り 紙 が 好 き な 方 や 戸 締 り に こ だ わ

る 方 な ど 、 い ろ ん な 個 性 を も っ て る 利 用 者 さ ん が 居 て 楽 し い

で す よ 。 お 待 ち し て い ま す ！

☆ ☆ 職 員 募 集 中 ☆ ☆

社会福祉法人 育心会 障害者支援施設 コスモス

〒８７９-０６０４ 豊後高田市美和１６８４番地


